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「第２期日置市教育振興基本計画」に係るパブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 意見の募集期間  平成 27 年１月 15 日（木）～平成 27 年２月 13 日（金） 

２ 意見の提出者数  １人 

３ 意見の件数    ３件 

４ 意見の処理状況 

項目 

 

処理区分 

１ 第１章 計画策

定の趣旨 

２ 第２章 本市の

教育環境 

３ 第３章 本市の

基本方針 

４ 第４章 計画の

推進 

５ その他 計 

Ａ 意見の趣旨等を計画案に

盛り込むもの 
      

Ｂ 意見の趣旨等を計画案に

盛り込み済みのもの 
      

Ｃ 意見の趣旨等を今後の参

考とするもの 
  ３   ３ 

Ｄ 意見の趣旨等を計画案に

盛り込まないもの 
      

Ｅ その他（要望・意見等） 

 
      

計 
 

 
 ３   ３ 
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項目 

１ 第１章 計画策定の趣旨 

２ 第２章 本市の教育環境 

３ 第３章 本市の基本方針 

４ 第４章 計画の推進 

５ その他 

 

 

番号 項目 ページ 意見内容 
処理

区分 
意見内容に対する日置市の考え方 

1 3 
29～

30 

伝統文化を重んじる教育に加え、市民が国旗・国家を尊重し、誇りが持

てるよう行政に具現してほしい。祝日には、その意義を示し国旗をかか

げるよう職員、議員自ら手本を示されたい。 
Ｃ 

伝統文化を重んじる教育の推進の観点から、各地域の郷土芸能活動の積

極的な体験活動の充実はもとより今後においては、郷土を生かした教育

を進めるための「ひおきふるさと教育」を実施することで、歴史的価値、

文化的価値を生かし重んじる教育に努めていきます。 

 国旗の掲揚については、市役所庁舎において毎日掲揚させていただい

ているところであります。 

2 3 
33～

34 

災害の対策と充実に加え、テロや内戦がおきないよう、今から行政をす

すめられたい。平和が長く続いた我が国も、絶対に内乱・テロが起きな

いという保障はない。治を居て乱を忘れず。 
Ｃ 

各学校等においては、危機管理マニュアルを作成し、災害・事故・その

他の非常時に備え適切な対応がとれるよう関係機関等との連携を図って

いるところであります。 

様々な事件・事故等がおこる中においては、その非常時に備え危機管

理マニュアルの見直しを随時図っていくことが必要と考えております。 

処理区分 

Ａ 意見の趣旨等を計画案に盛り込むもの 

Ｂ 意見の趣旨等を計画案に盛り込み済みのもの 

Ｃ 意見の趣旨等を今後の参考とするもの 

Ｄ 意見の趣旨等を計画案に盛り込まないもの 

Ｅ その他（要望・意見等） 
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番号 項目 ページ 意見内容 
処理

区分 
意見内容に対する日置市の考え方 

3 3 
39～

40 

家庭教育の充実策に不十分を覚えるので愚見を述べる。国・自治体が体（か

らだ）とあれば家庭は体（からだ）を構成する細胞である。細胞の質がガ

ンに犯されたら体全体が病気となる如く、家庭が不健全・欠損家庭となれ

ば自治体・国もおかしくなる。家庭・家族を持つ大人は子供がおかしく（不

良）にならないよう、己の行為を正し、自分の役姿で子供をリードすべき

だ。浮気・不倫して世間を乱したり、不摂生なくらし方をして家庭をこわ

したり、病気をするのは論外である。福沢諭吉は「一家は習慣の学校なり、

父母は習慣の教師なり、而してこの習慣の学校は教授の学校より有力で実

行を奏することで切実なり」と教えている。また、金美齢氏（台湾政府の

最高顧問の由）は「日本の一番の問題は子供を家庭の主役にしたこと。子

どもを甘やかしたことが最大のあやまち。子どもには苦労させよ」と忠告

している。戦争で夫を亡くした未亡人が「がくばかりみにくき日本となり

たれば、たおれし夫（ひと）のただにおしまる」と嘆いているが、これら

先人の思いを大人一人一人が具現できたとき、毎日がごとくおきる忌まわ

しい事故、事件もへるでしょう。 

 

Ｃ 

本市では、おひさま運動を展開しています。この運動では、子どもだけ

でなく、大人も共に実践していくことで、子どもたちの手本となるよう

大人自身が規範を示し、「地域の子どもは地域で育てる」という地域の教

育力の向上を目指しています。 

 さらに、家庭教育の充実のために、ブックスタート事業やその他講演

会等、幼児期からのアプローチも考えていきます。 

 


